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・ サイトマップ

・ 入会_安内 ′              
・

・ お間合せ

●坐

・ 皇

●ム

・ ホ■ム

,日本会議とは

・ 国民運動

・ オピニオン

・ 入会案内

・ 皆様の声

e寄付案内

日本会議 >入会案内

入参のご朱内

入会案内 《日本会議

囲

STEP l STEP 2 STEItユ STこ p選 STEP「■

入金申し逸争 甚 お支払金額嘘 認 Ⅲ 会戯情報五カ 予 書盤情報停茎認 夢 持支払モi手縦き

静りある園づくサヘ おなたの力を11

誇りある国づくりのたつ、あなたも是非「日本会議」にご入会ください。     |
ご

^会

いただくと、機関誌 。月刊「日本の息吹」のご送付をはじめ、各種特輿があります。

>入会された方々の声                          l

私どo日本会議は、元気で苧りあ芍国づくりを目指して、超党派あ国会議員懇談会のみなさんとともに、全国で国民運動を推進しています。

北は北海道から南は沖縄に至る都道府県に本部を持ち、10万人ネットワークづくりをめざしています。どうかこの平幾会に、私どもの自民運動にぜ
ひご参加ください。※ご入会いただくと、平幾関誌・月刊『日本の息改』のご送付をはじめ、各種特典などがあります。

正会員 維持会員 篤志会員 議員会員 女性会員 支援会員

年 額      1万 円 3万円  ,10万円 1万円  5000円  3800円
メリッドオ             ‐           、

機関紙『占李の息吹』毎月送付
°  °   °   °

   駒 3- 
°

日本会議会長鮮lll度 オヽ〕ご案内

者畳種別と特典

https.II蜘 .nipponkaigi.org/member
1/3



<

紫 3 日本の息吹  2月 号 (通巻第327号) 平成27年 2月 1日 発行

発行所 日本会議 箭 人 男成洋二 編集人 松本ヽ河菱拶 竜韓鋲誉番号00130…5-719724
¬ lR_nnと構 都日望瞬吉垂蜘 +mttmm融 刈 鰤 血 2脱 ん卿 ね 曲 豆Υ

名

甲
弾 貧員網

盤

憲法瞭正を推進しよう r

l 麗鸞廊希甲てと書した r
この度、憲法改正運動を全力で応援する ゆるキャラ「かえるん♪」が誕生しました !

さあ、かえるん〉アドッグを持って外に出かけましょう1

(使用時)約 38× 32X10 cm

(収納時)約 13Xll cm
素材 :不織布

=〕

iえるた,

憲
法
・か
え
る
ゆ

日
本
よ
碑
が
え
る
メ

まとめ買いがお得 ♪

10組醍光上 i→ 1イ回500円 十税
1001回以中L→ 1イ固400円 +税

定価 1600踊 す税
ブックレットやグッズが買えるネットショップ
「かえる」がオエプンしましたI     三
コチラで、主ョパッグも購入できます !

れヽlpプ/kaerush9p.thobaSe・ in 検 索

輔『日本の息鞠宰角考建園誕怠回
―
特集号0轡劇:ご縄機

特用じ鬼賣価159部球上1部 160円 / 100部以上1■ 14o円 (10部未満と部309口)
※速料 1ヽ00部以上より全国TttSoO円 (100部未満は実費を頂戴します) ・

知本・友人に建国の理想を伝える資料として、各種行事の参力H記念晶としてご利用下さい。

φ守込書挙、日本会議事業センターまで FAX 03言 5428H3724■ 中315428-372,

か|え τ !贔鰺上
「1議推とはこぅすれif良くなるE〉部子

R捧的に握置す|る

百露・BVD程硬`ねする
卒ツトシヨリブ

肇鶯
心漫 え与

爾 !多鰺琴瘤輸産ぴ多Ⅲ 蒻簿暫類霧み:斎ガ
た薄→革会景婁無攀日本会議の国民運動にご協力をお願いします !
言で日本会妻等歳》       !        、
一、我々 は主態久の歴史に育まれた伝統と文化を継承し、健金なる国民精神の異隆を期すと
ァ、裁々は、国の栄差と自主独立を保持し、歯良基自がその所を得る豊かで秩序ある社会の建設をめざすと
二、我々は、人と自然の調和をはかり、相互の文化を尊重する共生共栄の世界の実現に寄与する。

正会員(1万円)維持会員(3万円)篤志会員10万円以上)女性舎員15千円)支援舎員(3800円 )
〔正(女性)会長μ上の方には、毎月の「日本の息映Jに力Hえ てヽ 会長証tメ ール情報などの特典がございます。]

●證入会希望の方は下記よりお申込み下さい。
FAX 03-3476-5612 httD://WWW.mipponkaigi.org

HPかうOλとはこちら

蝉

翻※FAX、郵便でお申し込みの導合は
住所、氏名、電話番号を明記下さい。



領 1収 書 等 貼 付 用 紙

2(rDttF

※ 領収書は重ねて貼付しない。
※ 領収書が枠からはみ出す場合は別紙に貼る。

研俸・研究日会議費 頁小計 2っ θ。  円 備考

領  収  書

巖多盗 様

¥2 00o,

但し、令和2年度小田急多摩線延伸を促進する議員連盟会費として

活湖
初≫ 年′

｀
月予
み日 上記の金額正に領収いたしました

所

名

住

氏
神奈り|1県相模原市中央区中央2 5号
小田急多摩線延伸を促進する
会 景  中 村 昌
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「 =

!令和 21年度

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

総  会

【書 1面i審 議】

隻_
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議●  案

議案第1号 令和元年度活動報告にち Ⅲ`Ⅲて

議案第2与 令和元年度収支報告及び会計監査報告について

議案第3号 役員の改選 (案)について

議柔第4号 令ヽ和2年度活動計画(案)に ?いて

議案第5号 '令和2年度収支予算 (案).について

議案第:0号 決議 (案)について

-47マ



議案第 1号

令和元年度 活動報告

月 日

第 1回役員会
・平成31年度総会(案)にっいて

総 会       ‐

・平成30年度活動報告について   |
・平成30年度収支報告及び会計監査報告について
。役員の選任(案)たついて       |
。令和元年度活動計画(案 )にっいて
・令和元年度収支予算(案)について
・決議(案)についそ

【会 場】
愛川町文化会館

臨時役員会
。今後の活動方針について
・総会結果にうぃて
。要望活動(案)について

※町田市・相模原市の公表

した小日急多痒線の廷仲

に関する調査検討結果を

受けてi議員連盟の方針

を諮るために臨時役員会

を開催した。

2月 4日

・令和元年度要望活動結果について
。令和元年度収支報告 (案)にっぃて
・令和2年度活動計画 (案 )、
及び収支予算 (案)について

。令和2年度総会 (案)にういて

第 2回役員会

乾
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■ 収
´
入

3差 引

収入済額

345,051円

支出済額 ―

299,589同 ■
残額 (繰越金 )

45,1462円

令和元年度 収支報告

議案第 2号

(単位 i円 )

(単位 :円 )

科   目
予 算 額

(A)

収入芳額

(B)

増 減 i額ぢ

(B一 A)
摘  要

1会  費 242,000 258,000
2,000円 X129人

※厚本市骸選・委川町選挙後に ・

新たに加入した議員,名を含む

2繰 越 金 87,Ool 87,051

3諸 収 入 949 0 △ 949

計 330,00,0 345, 051

科   目
予 算 額

(A)

支 出済 額 .

i(B)

増 減 額

(Af BI)
摘  要

1事業推進費 30o,000 272, 60,0

100,000 103, 595 △ 3, 595
総会(1及び役員会

経費等|(会場費用他)

200,000
要望活動t及び務修会
経費等t(会場費用他)

2事 務 !費
総会で使用する

名札ケ‐ス代

3予 備 費 5,000 5, 90o

計 330, 000
会議費 1事務費め
不足分は他の科目
から流用した

-49-
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会計監査報告書

本議員連盟の令和元年度収支決算にういて、出納簿、証拠書類等を

監査したところ、適正に執行されていると認めますё

令和 お_年 4 月 2透 自

月ヽ田魯多摩繰延伸を促進する議員連速

F

監 査

監 査 石 井 芳 隆

魯―

り

-50-



議案第 9号

役員の改選 (案)

新役員 現役員

役 職 職 名 氏 名 名 氏 名

理 事 町田市議会議員 藤田   学 町田市議会議員
=遊
亭 ら
～
丈

理 事 相模原市議会副議長 森   繁之 相模原市議会議員 須田
!  :毅

理
.事

相模原市議会議員 松永 千賀子 相枝原市議会議員 小野   弘

監 査 本目模原市議会議員 相模原市議会副議長 .森

事務局 田丁田市議会議員 三遊亭 ら々 束 町田市議会議員

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (抄)     |     :

(役 員) 一         ●                ●  ●

第 5条         |  : 「 i        ・  |

2 役員の任期は2年として再任を妨げナょぃ。 だ々し、その職務は後任者の就任の
f

ときまで行うものとするもまた、役員の任期中において選任に変更があった場合

は、その任期は前任者等の残任期間とする。 _

と51-



／
ｔ

改選後の役員二覧 (案)

役  職 職  名 氏  名
会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

会長代行 町田市議会議員 長 村 敏 明

副会長 田丁′田市議会議員 佐 藤 伸一郎
副会長 相模原市議会議員 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 則 康
副会長 愛川町議会議長 馬 場   司
副会長 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄

理 事 町田市議会議長 熊 沢 礼 里
理 事 町田市議会議員 藤 ,日 学

理 事 町田市議会議員 山 下 哲 也

理 事
f田

丁田市議会議員 佐 藤 和
!彦

理 事 相模原市議会議長 石 ナII 将 誠

理 事 相模原市議会副議長 森 繁 之

理 事 相模原市議会議員 松 フ](

理 事 相模原市議会議員 岡 本 浩 三

理 事 厚木市議会議員 川 口  仁
理 事 厚木 栗 山 香代子
理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員 阿 部 隆 之

会 計 相模原市議会議員 西 家 克 己

監 1査 相模原市議会議員 ′よヽ 野    弘

監 査 厚本市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 二遊亭 らん丈
厚木市議会副議長 井 上  武

事務局 愛川町議会議員 井 出 己

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友
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議案第 4号 '

令和 2年度 活動計画 (案 )

小日急多摩線延伸を促進する議員連盟会貝Jに基づき、次の活動を行う。

※予算の都合が付く場合は研修会等を企画するさ

実施時期 活動内容

4月 9日 (木 )

午後4時 00分か騎
第 1回役員会

総 会
【書面審議】

第2回役員会

8月 ～ 12月
要望活動

'(国、都県、鉄道事業者)

3月 下旬 第3回役員会

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会貝J(抄).

(事 業)      ′   :          ・

第 3条
―
      !           :

1｀ 小田急多摩線延伸事業の促進運動I【関す0情報交換と連携を行う。

2 国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動を行う。
3 広報活動その他目的達成に必要な事業を行うも i

-53-



1収 入

令不口2年度 収支予算 (案 )

議案第 5号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科  目
本年度予算額

(A)

前年度予算額

(B)

増減額

(A一 B)
摘  要

1 会  費｀ 246,iOoo 242, Ooo 4,900 2,000円 ×123「人

2繰 越 金 45,462 87,051 △ 41, 589

3諸 収 入 538 949 △ 41■

292,00o 980,Ooo △ 38, 09o

科  目‐
本年度予算額

(A)

前年度予算額

(B〉

増減額

(A― B)
摘  要

1事業推進費 260,00o 300,ooo ―

^40,010o
110,000 lQO,000 10,Ooo 総会、及

経費等

△
奮

150,σ Oo 200,ooo △ 50, ooo 要望活動費

2事 務 費 25,00o 25,000 0 事務用品費
た
幸

3予 備 費 7 000 2 00o

計 292,Ooo 330,Ooo △ 38, oOo
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議案第 6号

決 議 (案 )

小田急多摩線の延伸はヽ広域交通ネットワークの充実に資するてとはもとよ

り、首都圏南酋部における広以交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものであり、
イ
小田急線唐本田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相本莫線上溝駅、

更には相模原市田名地区有悸申し、愛川・厚木方面
への延仲が期待されている。

交通政策審議会答車第 1918号においては、本議員違盟の設享当初:か らの積

極的な活動が実を結び(唐本田汚尺から上溝駅まであ進伸について、都心部とめ

アクャス利便Jl.生あ向上が認あられ、地域の成長に応じた鉄道ネツトワーク9充

実に資する意義のあるプロジ■クトに選定されており、実現に向けた大きなす

歩を踏み出すととがおきたと認識している。

愛,il・ 厚木方歯への延仲について、上溝駅まるの整備の連捗を踏まえ、
一検討

する手とが連当
iど されてぃる||か ら、、「まずは上滞駅までの整備を言実暉寿現

させる|こ とが章要であ
!る ど

また、1延伸め恵義と南時に収支採纂性等の課題が示されたことから、新駅が

想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠二部返還地などの沿線におい

て、需要φttlJ出 に繋がる開発を積極的に推逢してぃく必要が多る。     |
延伸P早期実現に向け、T田市、1相模原市が中心となり、関係者とともに検

討め深度化が進められていることから、本議員連盟としても一日 早ヽい延仲の

実現に向けて最大限の支援を行)と と1に、今後も引芦続き、関係機関に積極

的に働きかけ、るなど、会員の総意をもって一丸となうくより
二層]虫力

:な

活動を

展開することを決意するものであると

以上て決議すると

令和 2年  月  日

「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟
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議案第6号 参考資料
(小田急電鉄、東京都、神奈

'II県

)

小日急多摩線延伸の早期実手見に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域のお展につきまして!ょ、格別の御高脆を
賜り、心から感謝申し上げまチ。       ,
小日急多摩線あ延仲は、広域交通ネィトワTク の本実に資することはも|と よ
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のたっ極めて重要な役割を担う
・ものであ 4、 ガ`田急線唐木田駅からJI横浜線相模原駅、すR相模操4溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚本方面への延伸が期待されており
ます。             ア              :

容導球容審議会答申第198号においては(本諄景連盟の設享当初みらの積
.極的な活動が実を結び、唐木田故から上溝駅まるの延仲について、都心部との
アクセス利慄性の向上が認められ、地メ?成長に応じた鉄道ネットワ|夕 の発
実に資する意義のあるプロジェクトに選定されており、実現に向けた大きな一
歩を踏み出す|と ができたと認識してすりますとまた、愛川・庫木方面への延
仲に?いては、上溝駅までの整備の進歩を踏まえ検討することが適当とされて
いることから、|まずは主溝駅まるの整備 着々実に寿現させる手とが重要であり
まチと       く
延位の意義と同時に示された収支採算性守の弱題を解決する.た め、町由帝、
相模原市が中心となり、【要望先】を初あ生す0四係者の背様とと、ィと検討の深
度イヒが進め,れておりますがヽ 本議員連盟としても、新駅がな定される町田市
小山田周辺及び相模総合補給廠一部返輝ナ也などの延伸線沿線にぉしtてⅢ需要あ|

創出に秦がる開発を推進する́など、会員の総意をもって■丸となり、ょリー層
強力な取組を進めて参る所存

`ご
ざいます。  1      ● I

う|き まして|ま、地域住民の切実なる願ぃを叶れるべく1唐本田猟力|ら■溝駅、
そして愛川・厚木方面今の一日も早し`延仲の実現嘩向けⅢ特段の御斑慮 :御支

｀

援をηりますようゃ願い申し上げます。                  :

令和 2年   月  日

小田急多摩線延伸を促進す る議員連盟
｀

1会
長  中村 昌治
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議案第6号 参考資料
(関東運輸局)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

「
平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、本各別の御高配をi

賜 り、心から感謝申し上げますど

小日急多摩線の延仲は、広域交通ネッ
ー
トワークの充実に資することはもとよ

|ち三書昇,黒啓哲議曽桑召談奈Tttξ種監騒亀色書摂子手≡霜檀後‐卍亀誤:
更

'と

は相模原市由名地区を経由し、1愛力|・ 厚本方面
kのた件が期各されており

ますと                     」・

交拒抜葉審議会答申第 198号にお'いては、本議員連盟あ設立当初からの積

極的4浩勃ダ美を結げ(唐木甲1堅か

"上

溝駅まるの延伸について、都心部との

T空 ヤスな1年性9口■が
認,ら■―申域の成長嘩応じ々 鉄道ネッ

トワiTク の本

実に資する意義の
|あ
るプロジエクトに澤牢されて

おり、実現に向けを大きな―
デ

歩 踏々み出すことができ4と 認辞しております。また、愛川
・厚本方面への延

伸につぃてli!上溝邸暮るの警備の準↓
′ノ手を踏まえ検討することが適当とされて

いる手とから、まずは上溝雰までP整備を着実に実現きせることが重要であり

ます。

馨Ⅲ9意義1同時に示された収支採算性等の課題を解決するたつ、田丁田市、|

相模原市が中心となり、関東運輸層を初あとす
す
る関係者?管祥Ⅲと1埠検討の

i 深度花が進められておりますが、本議員通盟としても、薪駅が想走きれる吋由

市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返導ナ也今ギの審,4沿糾において、:需琴
の創出に繋がる.開発を推進するなど、会員の総意をもって一丸となり|、 より「一

層強力な取組を進めて参る所存でございます。  ■
うきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるがく

イ
、盾本田駅から二濤駅、

1之
じセ愛川 と穂未芳面人の二歯も早■:馨中分崇現嘩向け、都市鉄道苧利辱指追 |

法δ事業スキームにおける黒字転換年数?緩和や補ユカ財源め確保などの支援をi

講じていただきますようお願い申し上げます1      :

令和 2年  月  日

小田急多摩線延伸を促連する議員連盟

会長 中村 昌治
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議案第6号 参考資料
(国土交通省 )

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の考展につきましては!、 格別の御高配を
賜り、心から感謝申し上げまする :

小田急多摩線の延伸は(広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ
り、首響圏南西部に|ゥ ゃ広球交流拠点の形球のため極めて重要な役割を担う

|の であり、小甲急線唐本出痰からJ4誉浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅t
更には相模原市田名地区を経由し、愛川:j厚本方面への進仲が期待されており
ます。

交通政策審議会答申第 1198号 におぃては、本議員導盟9設立当初からあ積
極的な活動が実を結び(唐木田駅から■溝駅までの延伸につぃて、都心部とあ
アク■ス利便性あ向上が認められ、地プの成長に応じた鉄道ネントウ■クの充
実に資する意義のあるプロジェクトに選定さゃており、実現に向けた大きな二

歩を踏み出すことができたと認識して|,ま す。また、愛川・厚本方面今の筵F

伸にっいては、二溝駅までの整備の進‡′ノ手を踏まえ検討することが適当ときれて
いることかち、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり
ます。 |         :

経伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するたっ、町由市、
1相模原市が中心となり、関係者とともに検討の琴度化が進あられておりますが、
本議員連観と:し ても、新駅が想定される町甲市小山田口辺及び相漢燃合補給廠
一部返還地などの延仲線沿線において、需要の創出に繋がる開発を推進するな
ど、会員の総意をもって一丸となりヽ よリエ層強力な取組を進めて参る所在子で
ございま!す。   F     「   :      :
つきましては、地域住民の切実なる疲ぃを叶たるべく、唐本曲試から二溝駅、
そして愛川 ∫厚木方面への一日も阜い延伸の実尋←申け、都

:市
鉄道等利便増進

法の事業スキiム における黒字転換年数あ緩和や補助財涼あ確保ナょどあ支族を |

講じていただきますようお願い申し上げます。       |    
′

小田急多療線延伸を促進する議員連盟

会長 主村 畠治

令和 2年  月  日
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会貝U

(名  称) ●

第 1条
^こ
の会は、「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟」という。

(目  的)                  ::    ∫

第2条  この会は、関係市町村の議員の連携によりて小田急多摩線?延伸
を促進し、もらt近隣市町村の発展と―住民福祉の向上に寄与する手とを

目的とす.る 。               |
(事 業)
第 3条  この会は、前条の自―的を達成するため、次の事業を行うと

(1)小 田急多摩線延伸事業の促造運動に関する情報交換と連携

(2)国都県来び関係機関に対する1積極的な要望活動 下    .
(3)j広報活動その他目的達成に必要な事業

(組 織)            _
第4条  こ|の公は、第 2条あ自的に質同する関係市町村の議会議員をもっ
モ構成するとヽ    「   ●      1  ●   :
(役 員)    _                   i
第 5条  この会に次の役員を置く心    :        i    .
:(1)会

長   1:名
(2)会長代行  1名
”

　
＞

　
＞

　

，

　
う

３

４

５

６

７

く

・
　

く

　

く

　

く

　

く

副会長 :

理 事
会 計
監 査
事務局長

5名

若千名

-1名

12名

1名

(8)事務局   4名                 、 、 _
2‐ 役鼻の任期Ⅲ2年 とし、:再任を妨げない。ただし、その職務 tよ後任者

ら就任のときまで行うものとする。また、役員の任期中において選任に

変黄かぁった場答は、その任鶏は前任者等の残任期間とする。 : |
3 会長は、会務を総括すると
4 会長代行は、会長が欠け々とき、!会長に事故があるとき、又は会長の

命を受けたときは、その職務を代行する。      甘 i   t

5 菖J公長は、会長を補佐する6    _ ■
6 監査は、この会の会計を監査する。  _    「
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7 事務局長は、会務を掌遵する。
3 事務局は、事務局長を補佐すち|。   ■
(顧間、参与及か相談役)       ンi

第 6条 との会に顧間、参与及び相談役を置くことができる。
(事務局) i                 .
.第 7条 .こ の会に事務局を置く。    i        i :
2 事務局は、会長の市貯村に置くと      i
3 事務局は、:第 3条に規定する事業あ企画、車案等に関する_華務を処理
する。                ・ |

.(経 費)  .    ィ     ー
第o条 :手 の会あ経費はt基費その他の収入をもづモ元てる。
, 会費

“

年額2,00o円 とする。ただし、今長が必―蓑と議ある藤|ま (増描
することができる。                          |
:手 の会:の会計年度は、毎年

t二

月 1由 に竹まη翌年 ,月 el甲 ←終iる
…
9:

但し、平成21年度11おいそは、平啓夕1年 lli月 4巨■り翌年3月 31日
までとチる。
.: ・f      r

(補 .則 )

第9条 こめ会則に定めるもあのほかⅢⅢ琴な事項は月1:途協議じモ定めるも
(rlttl ttuう     ~‐  I ■   1         :
とこ?会月Jは、平成 21年 ■月′4日か勢施行する。        |_
(甲 耳1)      デ    |      、       |
こ:の会員Jは、平成22年 5・月27日 から施行す

iる
」    :i !

(附 則)|          … ・     | l i‐
こり会只Jは、平成24年 5月 23日 から施行する。    !丁   |
(附 則)     :  i    l'        .
,こ の会則は、平成 力6年 七月 1と 日から施行すると     '  :
(附 則) .   ‐           上

この会則は、平成し8年 5月 27日 から施行する。1     1
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小由急多摩線延件を促進する議員連盟 顧問・参与名簿
糀 繰:1職

1 顧  問 衆議院議員 小 倉 指 信 自由民主党

2 顧  問 衆議院議員 赤 間 二 郎 自由民主党

3 顧 問
法務副大臣

衆議院議員
義 家 弘 介 自由民主党

4 顧  問 衆議院議員 後 藤 祐 一 ム

5 願  間 衆議院議員 伊 藤 俊 輔 フォーラム

顧 間 参議院議員 小 川 故 夫 無所属

顧 問 参議院議員 中 川 雅 治 自由民主党

顧  間 参議院議員 朝 日 健太郎 葛由民主党

顧  間 参議院議員 日本維新の会

10 顧 間 参議院議員 牧 山 ひろえ 立憲・国民.新緑風会 `社民

11 願 間 参議院議員 真 山 勇 立憲・国民,新緑風会・社長

12 願  問 参議院議員 三原  じゅん子 自由民主党

13 顧 間 参議院議員 中 西 健 治 自由民主党

14 顧 間 参議院諜員 島 村   大 自由民主党

15 願 問
文部科学大巨啓務官
参議院議員

佐々木 さやか

16 願  問 参議院議員 三 浦 信 祐 公明党

17 顧 問 ' 参議院議員 竹 内 真 二 公明党

18 参 与 東京都議会議長 石

'H 
良 ∵ 都民ファ■ストの会 東京都議団

19 参 与 東京都議会議員 たヽ 磯 善 彦 蔀譲 公萌党

20 参 与 東京都議会議員 東京都議会首由民主党

参 与 東京都議会議員 斉 藤 れいな 蕪所属 東煮みらい

参 与 東京都議会議員 奥 澤 高 ′広 無嗣罵
.東
京みらい

23 参 与 神奈川県議会議員 自由民主弟神奈′暉県議会議景団

24 参 与
｀

神奈川県議会議員 佐汚未 正 行 公明党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 長 友 克 洋
か

26 参 与 神奈川県議会議員 寺 崎 雄 介
クラ

27 参 与 神奈川県議会議員 河 本 文 雄 自由民主党神奈川県議会議員団

28 参 与 神奈川県議会議員 細・谷 政 幸 自由民主党神奈川県議会議員目

29 参 与 神奈川県議会議員 県球会神奈川県議会議員団

30 参 与 神奈川県議会議員 自由民主党神奈〕I県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 京 島 圭 子
フォーラム

32 参 与 神奈川県議会議員
立憲民主党・民権クラブ

神奈川県議会議員団

33 参
!与

神奈川県議会議員 山 口 美津夫 自由民主党神奈川県議会議員団

34 参 与 神奈川県議会議員 佐 藤 圭 介
かながわ県民 `民主フオィラム

神奈,II県議会議員団



小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
血 職 名 氏 名 会 派

1 町田市議会議長 熊 沢 礼 里 自由民主党

2 町田市議会副議長 奥 ヽ 栄 エ 公明党

保守の会
3 町田市議会議員 大 西 宣 也

4 町田市議会議員 吉 田  勉 保守の会

5 町田市議会議員 長 村 敏 明 自由民主党

6 町田市議会議員 佐 藤 伸二郎 自由民主党

町田市議会議員 藤 日  学 自由民主党

自由民主党
8 町田市議会議員 若 林 章 喜

9 町田市議会議員 新 井 克 尚 諸派

10 町田市議会議員 三遊亭 |らん丈 自由民華党
11 町田市議会議員 岩 瀬 和 子 自由民主党

12 町田市議会議員 山 下 哲
:也

公明党

13 町田市議会議員 まちだ市民クラブ

14 町田市議会議員 松 岡 みゆき 自由民主党

町日市議会議員 佐 藤 和 彦 まちだ市民クラブ

16 町田市議会議員 渡 !辺 厳太郎 自由民主党

保守の会
17 町劇市議会議員 自 川 哲 也

18 町田市議会議員 森 本 誠 也 まちだ市民クラブ

19 田J田市議会議員 石 ,H好 患 自由民主党

まちだ市民クラブ
20 町田市議会議員 智 田 伸 也

21 町田市議 議員 松 葉 祐 巳 公明党

22 町田市議会議員 木目日 英 男 自由民主党

23 町田市議会議員 小 関 重太郎 ・ 保守の会

24 町田市議会議員 深 沢 宏 文 保守の会

25 町田市議会議員 斉 藤 勝 広 公明党

26 町田市議会議員 星  大 輔 自由民主党

27 相模原市議会議長 石 ,II将 誠 自由民主党相模原市議団
28 相模原市議会副議長 森  繁 之 市民民主クラブ

29 相楳原市議会議員 金 子 豊貴男 市民民主クラブ

30 相模原市議会議員 松 永 千賀子 日本共産党相楳原市議団

31 相模原市議会議員 加 藤 明 徳 公明弟相模原市議団
32 相模原市議会議員 須 日  毅 自由民主党相模原市議回

33 相模原市議会議員 大 沢 洋 子 市民民主クラブ

34 相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由

35 相模原市議会議員 阿 部 善 博 自由民主党相模原市議団

36 相模原市議会議員 長谷デII くみ子 颯爽あ会

37 相模原市議会議員 小野沢 耕 一 自由民華党相模原市議団
38 相模原市議会議員 栗 原   大 市民民主クラブ

39 相模原市議会議員 寺 田 弘 子 自由民主党相模原市議団

40 相模原市議会議員 野 元 好 美 颯爽の会

41 相模原市議会議員 明 自由民主党相模原市議団

42 相模原市議会議員 小 池 義 和 市民民主クラブ



小日急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
配 職 名 名 会 派

相模原市議会議員 桜 井 はるな 市民民主タラブ

44 相模原市議会議員 小 野   弘 自由民主党相模原市議団

45 相模原市議会議員 大 崎 秀 治 公明党相模原市議団

46 相模原市議会議員 久保田 浩 孝 公明党相模原市議団

47 相模原市議会議員 西 家 克 己 公明党相模原市議団

48 相模原市議会議員 関 根 雅吾郎 市民民主クラブ

相模原市議会議員 白 井 貴 彦 市民民主クラブ

相模原市議会議員 二十嵐 千 代 颯爽の会

51 相模原市議会議員 市民民主グラブ

52 相模原市議会議員 小 日 貴
:久 ‐ 市民民主クラブ

相模原市議会議員 大 '槻 和 弘 自由民主党相模原市議団

54 相模原市議会議員 後 田 博 美 公明党相模原市議団

55 相模原市議会議員 渡 郡 俊 明 自由民主党相模原市議団

56 相模原市議会議員 石 テII  達 市民民主クラブ

57 ホロ模療市議会議員 南 波 秀 樹 公明党相模原市議団

58 相模原市議会議員 ・羽生田   学 日本共産党相模原市議団

5つ :相模辣市議会議員 鈴 木 晃 地 ' 無所属

60 相模原市議会議員 田 所 健太郎 日本共産業相楳原市議団

61 相模原市議会議員 服 部 裕 明 自由民主党福模原市議団

62 相模原市議会議員 佐 嵐 尚 史 自由民主党相模屈市議団

相模原市議会議員 布 施 初 子 自由民主党相模原市議回

64 相模原市議会議員 公明党湘模原市議団

65 相模原市議会議員 秋 本   仁 自由民主党相模原市議団

66 相模原市議会議員 大八木   聡 自由民主党相模原市議団

67 相模原市議公議員 中 村 忠 辰 公同月党1目 1莫庶帝
―
議団

681 相模涼市議会議員 折 笠 正 治 自也民華党オロ楳原市議団

69 相模原市議会議員 三 須 城太郎 帝良良エクラチ

70 相模原市議会議員 無所属

71 相模原市議会議員 今`宮 結 責 日本共産党相模庶市議団

72 相模原市議会議員 仁 科 なう美 市民民主クラブ

73 厚本市議会議長 寺 岡 まゆみ 公明党

174 厚木市議会富J議長 井 上   武 ネクネトあつぎ

75 厚木市議会議員 松 田 項Uf康 あうぎみらい

76 厚木市議会議員 石 井 芳 隆 ぎずな

厚木市議会議員 田 上 祥 子 公明党

庫未市議会議員 ,11 口 在 公明党

79 厚木市議会議員 神 子 雅 人 ネクストあつゞ

80 厚木市議会議員 粟 山 香代子 日本共産党

81 厚木市議会議員 名 切 文 梨 あつぎの会

82 厚本市議会議員 難 波 達 哉 ネクストあつぎ

83 厚木市議会議員 松 本 樹 影 きずな

84 厚木市議会議員 堪済彎_貞 雄



配 職 名 氏 名 会 派

85 厚本市議会議員 井 上 敏 夫 あつぎの会
86 厚木市議会議員 遠 藤 浩 一 公明党

87 厚木市議会議員 瀧 口 慎太郎 ネクストぁっぎ

88 厚木市議会議員 新 井 啓 司 きずな

89 厚木市議会議員 高 橋   豊 ネクストあっぎ

90 厚木市議会議員 田 口 孝 男 ネクストあっぎ

91 厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

92 厚木市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

93 厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつぎ

94 厚本市議会議員 三 橋 文 男 ネクストあつぎ

95 厚本市議会議員 高 村 真 和 新政あつぎ

96 厚木市議会議員 池 田 博 英 日本共産党
97 厚木市議会議員 後 藤 由紀子 無所属

98 厚木市議会議員 奈 良 直 史 ネクストあっぎ
99 愛川町議会議長 あいかわの彗
100 愛川町議会副議長 井 上 博 明 日本共産党愛川町議員団
101 愛川町議会議員 小 島 総一郎 無所属

102 愛川町議会議員 小 林 敬 子 日本共産党愛川町議員団
103 愛川町議会議員 山 中 正 樹 あいかわの彗
104 愛川町議会議員 井  出 己 公明党

105 愛川町議会議員 佐 藤   茂 無所属
106 愛川町議会議員 渡 辺   基 あいかわの彗
107 愛,lr町議会議員 木 下 員樹子 あいかわの警
108 愛川町議会議員 佐 藤 少 え 公明党

109 愛川町議会議員 熊 坂 崇 徳 あいかわの聾
110 愛川町議会議員 玉 利   優 あいかわつ警
111 愛川町議会議員 鈴 .木 信

―一 日本共産党愛川町議員回
112 愛川町議会議員 岸 上 敦 子 公明党
113 愛川町議会議員 阿 部 隆 之 あいかわの尊
114 愛川町議会議員 茅   孝 之 あいかわの聾
115 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄 無′

~折

属
116 清川村議会冨」議長 細 野:洋 一 無所属
117 清川村議会議員 藤 田 義 友 日本共産党
118 清川村議会議員

'II瀬
正 行 無所属

119 清川村議会議員 山 本 雅 彦 無所属
120 清川村議会議員 笹 原 和 織 無所属
121 清川村議会議員 山 口   進 無所属

122 清川村議会議員 城 所 英 樹 無所属

123 清川村議会議員 細 野 賢 一 無所属

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
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第25回清渓セミナー参加費として上記の金額を領収いたしました
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住民主体の上造方自治を進めるために

¬日目 ■0月 21日 [水 ]
13:00～ 15100 講義 |

講 師 :泉 房 穂 氏 l口月石市長)
東京大学教育学部卒業後、NHK
を経て弁護士登録、衆議院議員

を経 て社会福祉士資格取得,

2011年 5月 現職。「こどもを核と
したまちづくり」を掲げ市の人口

をV字回復。

聞き手:小林美希氏(ジャーナリスト)
地方の少子化や人口減少が深刻さを増す゛、明石市が取り蘊んできた
子育て支援や保管士支と髪、待機児童問題の解消や子育モ策境の改善
など井進事例をお間きし二次世代へ希望をつなぐための自治体運営を
伺うと                      イ

15:20～ 17140講義 ‖‐1

講師 :杉同 秀 紀 氏 (福知山公立大学地域経営学部准教授)
専PBは公共政策、地方自治令内闇官房行政改_串推進本部
事務局参事官付、京都府立大学公共政策学部講師を経て
2016年から現職。

新型コロナウィルスの混乱が続く―方で、都市―
極集中、通勤ラッシュ、大部屋方式、ハンコ文化(
対画授業 (会議)、選挙のあり方等、これまでの「常

識」を根本から見つめ直す機会にもなっている。働き方のみならず副業・
プロポノ・関係人口などを活用したポズトコ園ナ時代の「私」から始ま
る公共と地域協働のあり芳について伺う。

15:20-17140 講義 ti…2

講師 :岡善F成幸 氏 (三和地域協議会事務局長)
京都府三和町役場入職fr自治体情熊化共同事業耳や「新
市建設計画」策定等に従事。06年に福知l」H市に編入後て
まちづくり推進課長などを歴任し、定年退職後現踊に.

地域住民自治の仕組みを取り入れ、地域生活交
通確保、移住・定住促進、地域振興イベント、

福知的公立大学連携などに取り組む三和地域協
議会の活動を報告。

繁25回 SEI(EI SEMINAR

清渓セミナー
2020年 10月 21日 [水]～種0月 22日 を本]
日本青年館本テ

'移

8Fカンファレシスルーム
主暇整二清渓セミナー実行委員会 共催Ⅲ…哺登財回法人霞李青筆館

少子化対策～自治体からの機証・提言

少子化、地方創生、地域社会の連続

住民自治組織が担う地域の未来
―福知山市三和地域協議会の挑戦一

※新型コロナウィルス感染状況を含めた社会情勢および主催者の部合によりに|リ ブロ36ラムが変更となる場合がござぃます。 ¬5:15～ 15:30閉会式

2日目  10月 22日 [:木 ]

9,00～ 11100 議諾義 |‖

パネリスト
.

中川 智子 氏
(宝塚市長)(予定)

パネリスト

ビアンキ・アンソニー 氏
(犬山市議会前議長)

~福
岡 政そず堪耳 琶蘇 罠詭最よ五魏筑ふ

市民の声に廊き合い「命を大切にする、支え合いのまち」を実現してき

々宝塚市の取り組みや、議会の権限を最大限に機能させ、住民の役に
立つ機関をめざして議会改革に取り組んできた犬山市の取り組みを伺
い、住民との対話、議員同士の討議が「地方行政や議会の改革」に果
たす役書Jを明らかにする。また、本セミナーの常任講師の福岡政行先
生には、進行と合わせてコロナ時代の地方議会について提言をいただく。

11:15～ 12:30 講義 !V

講師 :吉原 毅 氏 l城南権用金庫顧簡〕
東日本大震災後、被災地支援を緒力的に行うと同時に原発
に頼らない安心できる社会を目指して「脱原発」を宣言ぅ
11年に全国組織「原発ゼロ`自然ネルギニ推進連盟」を創設と

新型コロナウィルス感染拡大が深刻な影響を及ぼ
す中、「人と人|を結び、地域を守る」とめ理念で
地域経済と向き合ってきた経験や、未曽有の危ll幾

に直面するナ也燃経済の再生に向けた提言を伺ぅ。

12:30～ 13ゃ0昼食ど全国情報交換会

14:00-15:]も  講義 V

講師:望月 衣塑子氏l東京新聞記者)
東京地横特捜部、東京地裁・高裁担当などを経て、社会部
遊軍慧E者として防衛省の武器輪出、軍学共同などをテーマ
に審材c17年から森友・加計問題取本′すチームの一員となり、
取材をしながら官房長官会見で質問し続けるぅ

豪華客船「ダイヤモンド・プリンセス」の感染拡

大から始まったコロナ禍で、オリパラF寿弓催に固執
し続けた安倍政権は自粛要請への対応が遅れ、その後も、アベノマス
クなど失策が続く。官甲の「守護神」と言われた黒川弘務 。東京高検
前検事長の定年延長は、違法状態で闇議決定するというウルトラCを
やつてのけたが、世論の強い反発を買い、検裳庁法改正案は見送りに。
踏けマrジャン報道で黒川氏は辞任に追い込まれた。97万人の失業者
が溢れる1中、「火事場泥棒」的な政府あ行為など、浮き上がってきた様々
な安倍政権の問題に切り込む。

ザfネルディスカッション

Withコ爾ナの時代を見:居えて
r地方からの行敷溜舞革、議会政革J

新型コロす感染拡大と今後の地域経済
～支えあいから再興へ～

民主主義とメディア

～新型顕爾ナ渦の中で～



議員周上の金霞ネットヮークr清渓セミナー』子工参加しませんか
清漂セミナー億平成 9年度にスタートし、今年で独S園目を迎えます。毎筆、議ちづくりや議会g虞箪.地方財政など、f差霊主体
の地方自治の推進拒関1,る旬霊》テーマについて、自ら学び年セミナー参ウ霊者や講師の先生方と交流を深めてきました。

第25回目す,今年は、犠別テーマとして「新翌コロナ F砕醗 済」を設定しました。新聖ョロナウイルスのF翻題態キ営霧中の人々
の F命との問題だと,でなく、世昇中T,「経済との問題でもあり、ことより身近客オ也域・地方自治体のF毒題でもあります。
翌、たちは議員として、市民として、このF翻題とこどう取り争量み、どう乗り越え、どのようにこれからの

=秀

しい「ひと,まち'社会』
を築いていくのか、その真衝がr=尋ゎれていますし今回も春分野でご活罐の講禽積の皆様をお迎えしました。皆様めご参加を心よりお
待ちtています。

白 井 え り子 実行委員長 悛知県臼連市議会,1員 7期ぇ1991年から連続トック当掛

第25回 清渓セミナエ

主催:清深セミナー実行委員会共催:一般財団法人日本青年館
日時:2020年 10月 2.1日 [水]～ 10月 22園 [木]
会場:日本青年館ホテル8Fカ ンファレラスル●4(250活 )
参加対象 :地方議会議員等 100名 限定
参加申込 :下記の申し込書に記入し、FAXも しくはメールモ

下記までお送りください。受領後に請求書を FAX
もしくはメールにてお送りいたします。また、公

式ホームページの申込フォームからもお申込みい

ただけます。htips7/nお pon‐sShenkanす orJP/sOnenkan/sokO‐ Seminぅ v
申込締切:21020年 10月 1日 [木]17:00必着      ■
参 加 経 費 :参加 費 (会場費墳 料代等 )29,000円 l奉見込)

22日 昼食・情報交換会 (飲み牛勿侍)1,9oo円 l矛見込)※希望者のみ
宿 泊 :日本青年館ホテルでの宿泊はネット予約または本デル
パツクで利用できます。ご手配は各自でお願いいたし
ます。ittp駐 //nipponisdhenkan.orJp/

※オンライン参加の方はこちらにO印 (   )

Ⅷ

辮

昨年の清渓セミ ―から

日本青年館ホテル
ィ 160-0013       1

東 京都 新宿 区霞 ヶ丘 町 牛 1

日東京メトロ銀座線

外苑前駅 3番出口
徒歩 5分

■ 都営大江戸線

国立競技場駅A2番出口
徒歩 10分

E中央 =総武線 (各停 )
千駄ヶ谷駅 信濃町駅
徒歩 12分オ ンライン受講につ いて

本年度は希空される方にオンライン受講も予定していますむ通常の参加着
100名に加え、会場にお越じ頂けない場合にときセミナー当日に限リライブ配
信を行い、講義をご覧いただけます→希撃こ甘れる方は下記串込書の指定欄に
O印を記入してくださぃ。
◆オンライン受講の参加1費 お一人様 24,000用 (税必)
申込みが完了し参加費納入が確認されたオンライン参加者あてに、メー,1′に
てアドレス等を発行いたしますゅ詳細はオンライン参加を申し込まれた方に
お知らせいたします。

事務局

一般財目法人日本青筆籍公益事業部

〒140‐0013東 京著巖新宿区霞ヶ最∬ナJ4‐ 1

渋谷 ,田中′小森

:i: ::::4:をとと二:ζ (平自9時 lヽe時 ,
MAlと seitte,‐ s.e衛ぬaronippon… seinenkan、or.jp

所 属

(議会名・会派名等)

携帯電話本、りがな

名 前
FAX

領収書の要・不要

申込記入欄

22日 の昼食情報交換会 (税込1,900円 ) 申し込みます 。 申し込みません

FAX:03-6452r9016 T67-
※日本青年館公式サイトからダウンロード可能です
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町口市議会係守の会 旅

¥29,000r T

第25回清渓セミナ■参カロ費として上記の金額を領収いたしました

清渓セミナと実行委
〒160■001B^東京都新宿区霞

日

T EL  03-6452-9012

鶏
どく/Pbi/

-68-



住民主体の生造方自治を進静るた悌とこ

1甲目 10月 21日 [水 ]
13:00～ 15:00 講義 |

講師:泉 房穂 氏lB月石市長)
東京大学教育学部卒業後、NHK
tr経て弁護士登録、衆議院議員
を経て社会福祉士貧格取得。

?oll年 5月現職。「こどもを核と
したまちづくり」を掲げ市の人口
をV字回復。

間き手:小林美希氏(ジャーナリスト)

悪証遷錨源菩葦`鷲暦愁露t魂爾糞縄輩
伺う。

15:20～ 17:40 講義 11‐1

苧師
:杉岡 秀縄 氏臨矢,山公立英学地域経善学部准義授)

専P日は公本政策、地方自冶与内閣官房行政改革推進本部
事務局参事官付、京都府車大学公共政策学部講師を経て
2016年から現職。                          ′

新型 コロナウィルスの混乱が続く
上方と、著B市一

種集中、通勤ラッシュ、大部屋方式、ハンコ文化、
対面授業 (会議)ゝ選挙のあり方等、これまでの 1常

識」を根本力ち見つめ直す機会にもなってぃる。働き方のみならず昌」業・
プロポノ・関係人口などを活用したポストコ凸ナ時代の「私」から始ま
る公共こ地域協働のあり方について伺う。

15:20～ 17:40講義 ‖=2

騨 市:甲部 成 幸 氏に和地域柳議会事務局長)

尋蟄翼7築縫陥璽嗚な鼻縫柵殺贔腰
まちづくり,こ進課長などを歴任し、定年退職後現職に。

地域住民自治の仕組みを取り入れ、地域生活交
通確保、移住 i定住促進、地域振興イベント、
福知山公立大学連携などに取り組む三和地域協
議会の活動を報告。

第25回 SEIκttI SEMINA現

清渓セミナー
2020年10月 21日 [求ヨ～10月 歳宏日と未]
日本青年館本テル 8Fカンファと″システ歩―ム
主盤 i清渓セミナー実行委員会 共繊:一般財回法人日本吾年業

少子化対策～自治体からの機証 ,提言

少子化、地方創生、地域社会0連携

住民自治組織が担う地域の業来
―福知山市三和地域協議会の挑戦一

※新型ヨロナウィルス感染状況をきめた社会情勢おょび主催者の都合によりによリブログ
ラムが変更となる場合がござぃます。                    _69-

15:16～ 15:3o閉会式

きた様々

2日目  ¬0月 22日 [木 ]
9:00～ 11100 講義 I‖

ノヾネリスト   パネリスト
中川 智平 氏 ビアンキ・アンソニー 氏
(宝塚市長)(予定)(犬山市議会前議長)

福 満 議 そ丁堪耳 琶蘇 罠難恩譲雪棄襲航

市民の声に向き合い「命を大切にする、支え含いのまち」を実現してき
た宝塚市の取り組みや、議会の権限を最大限に機能させ、住民の役に
立つ機関をめざして議会改革に取り組んできた犬山市の取り組みを伺
い、住民との対話、議員同士の討誘が「地方行政や議会の改革」に果
たす役書」を口月らかにする。また、本セミナーの常任諸師の福岡政行先
生にlよ、進行と合わせてコ甲ナ時代の地方議会について提言をぃただく。

11:15～ 12:30講義 IV

騨 市:吉原 毅 氏 (競南信用金崖顧占〕
束日本本震災後、披災地支援を精力的に行うと同時に原発
に類らない安心できる社会を目指して「脱原発Jを宣言。
17年に全国組織「原発ゼロ`自然ネルギー推進運盟」を創設。

新型コ白ナウィルス感染拡大が深刻な影響を及ぼ
す中、1人と人とを結び、地域を守るJとの理念で
地域経済と向き合ってきた経験やヾ未曽有の危機
に直面する地域経済め再生に向けた提言を伺う。

12i30～ 13i50昼食・全国情報交換会

14:90～ 151]5 講義 V

講師:i望月衣塑子氏l東京新麟3者)
東京地検特捜部、東京地哉・高裁担当などを経て、社会部
遊軍記者とt′て防衛省の武器輸出、重学共同などをテニマ
に取初。17年から森友・力o計問題取材チームの一員となり、

響材をしながら官房長官会見で質問し続けるc

し続けた安繕政お笹は

裏華害船「ダイヤモンド・プリンセス」の感染拡
大から始まったコ国ナ禍で、オリパラ開催に固執
自粛要請仝の対応が遅れ、その後も、アベノマス

クなど失策が続く。官邸の「守護神」と言われた黒川弘務・東京高検
前検事長の定年延長は、違法状態でiき弓議決定するというウルトラCを
やってのけたが、世論の強い反発を買い、検察庁法改正案は見送りに。
賭けマージャン報道で黒川氏は鮮任に追い込まれた。97万人の失業者
が途れる中、「火事場泥棒」的な政府の行為など、浮き上がって
な安倍政権の問題に切り込む。

パネ′,ディスカッシ彗ン

w丑拍彗理すの時織を見握えて
F地方から¢行政改革寺議会戦革」

新型コ田ナ感染拡大こ今後の
'趣

域経済

～支えあいから再興ヘヘす

民主主義こメディア

～新翌ヨ霞す渦の中で～



議員同士の全国ネットヮーク「清渓セミナーェた参加じ求せんか
一洋し、今年そ立S園戯を迎えます。毎孝、まち,くりや議会政筆ェ地方財政などi住民主
マri,tiて、働み拶ひitミす一多加警や講師の先生方こ査流を癬めて孝ました̀

ュ

Lモ
=新型こ34コ ,メ 命と経済Jを畿定し載した。新型轟麟サウrJ♭丞の問霰lど、世界中

世界中す,「経済」の簡題ても革みゆ.も と̀
た
り身近な地報 ^地痺自治体の熾題でも修りき撃.

こ7,F翻震,ェニぅ取リィ理みtと 多乗り越え、とJ,ようとここ寸生からの新とい rひとゃ謹ちお社会
われています,今回|,亀・鉾妻,でこ活路の議師σ歩皆様々お迎えと́歳毎た1,蟄頼,,こ参ヵ露を,lⅢよう邁

自 井 え り 手 実行委員長 鑑 知騨歯道市義全う員 7麹41朗 4から車ち,卜‐ 当》,

勢八

清渓セミナー燃単蔵 9年度 ,こュヂゴ
の地方向治のj能遊Iェ関1,る旬のテー

第2S回目勢今年|ま,特別予―マと
分『命J ttF,9趣オけでなく、

私たち撼議長として、市民として、

を築いていくのか玉その異価わ〔臀
待ちとてい泰す,′

第25回 清渓セミナー
主催 :清渓■ミナ下案行委員会 共イ控:一般財苗法人日本青年館
日時:2020年 10月 21日 [水]～ 10月 22日 [木 ]

套緒 昆雰鍾盛≦豊撃;な子雹亀贔ξ
ンスル‐ム

12,0浦
)

参加申込 1下記の申し瀑書に記入し、FAXも しくはメールで
下記までお挙りくださぃ。受領後に請求書をFAX

Iし くはメー)ンにてお送りいたします。また、公
式ホームペエジの申込フォームからもお申込みい
ただけます。httpt:〃 nippも n_sttnenkan.OrJp/SShё nkan/sske卜seminム v

申拳締切 :2020年 10月 1日 [木]17:00必着      ・

宿泊ふ鍵昇套が言鶏獣欝昇ひ?犠ξE
パツタで利用できます。ご手雷こは各自でお願
ます。 https:〃耐ppon‐ seheh'ah.。 rfp/

(税込 )

00円 (税込)※希望者あみ

1奮

「
1騨

昨年の清渓セミナーかに

日本青年館ホテル
〒 ]60こ0013

東京都新宿区霞ケ丘町 4-1

■ 東京メトロ銀座線
外夕と前駅3番出国
徒歩 5分    t
H部営大江戸線    

｀

国立競技場駅A2番出口
徒歩10分

E中央・総武線 (各停〉
千駄ヶ谷駅 信濃町駅
徒歩12分

オンライン受講について
本年度は希望される方にオンライン受講も予定してぃます

`】
通常の参加者

100名に加え、会場にお越し頂けない場合にはセミナー当日に限リライフ配
信を行い、講義をこ覧ぃただけます。希望される方とな下記申込書の指定欄 ,こO印を記入してくたさぃ。
◆ オンライン受講の参加賓お一人様 24,000円 ィ披 サ
申込みか完了し参加費納入が確認されたォンライン参加者あてに、メー,1′に
てアドレス等を発行いたします。評細はォンライン参加を申し込まれたメ,に
お知らせいたします。

22日 の昼食情報交換会 (税込1 ,900円 )

義務渇

一般景オ回注八日本脅筆食禽盆益覇
~撃
森:

〒14o oo,与 葬章君L鞘稿区犀,五 4,こ →
渋谷メr日中/小森

Xtとま:4::ぃと骨|を中臣坤囁
MA‖  141lel ie白 付i143イ tA'構 ,l'pt'お う▼Ⅲ〕←_,41idi,01111

所 属

儘会名。会派名等)

携帯電話

FAX

(事務局からの連絡に使用しま魂 ォンライン参加の方は必ず記入してくださぃ)

領収書の要・不要 不華`必 要 >議会名・会派名。名前。その他 (

申込記入欄 ※ォンライン参加の方|まこちらtと ()F口  (      )

FAX:03‐6452-9o16 -70- ※日本青年館
′ム`式サイトからダウンロエド可能です




